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閉鎖型（非循環型）装置へと改造することにより、慣行と同等の果実収量・品質を得なが

ら、余剰窒素の温室外への排出量を大幅に削減することができる。 
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［背景・ねらい］ 
 

トマトの養液栽培では掛け流し式装置が主流だが、施用した肥料成分のうち植物に利用

されなかった分は温室外に排出されるため、環境への影響が懸念されている。そこで既存

の装置を改造して余剰窒素成分を温室外へ排出しない閉鎖型（非循環型）装置とし、それ

に適した培養液管理を明らかにする。 
 
［成果の内容・特徴］ 
 
１．トマトの養液栽培において、以下のように既存の装置を改造し、培養液の管理を行う。 

 

（１）掛け流し式装置の排液溝を塞いで排液を貯留する槽を設け、培地の下部に吸水性不

織布を敷き、その一端を垂らして貯留液の再利用を図る。貯留槽には水位センサーを

設置し、既存のタイマーと組み合わせて、一定時間毎に貯留液の減少した液量分が自

動的に給液されるようにする（図１）。 

（２）培養液の管理は、第８花房開花まではこれまでと同じＥＣ値とし、それ以降は、施

用窒素量がこれまでより半促成栽培では約２割、抑制栽培では約３割、少なくなるよ

うにする（表１）。 

 

２．本装置の使用により、温室外への窒素の排出量は 90％以上の大幅削減となる。肥料の

使用量は 30％以上削減されるため、肥料代は年間で約 1.6 万円/ａ節約できる（表２）。 

 
３．果実の収量・品質は慣行栽培とほぼ同等である（表２）。 

 

４．装置の改造に要する資材費は約 22 万円/10ａである（表３）。 
 

［成果の活用面・留意点］ 
 
１．本試験では培養液の組成は大塚Ｃ処方を用いた。 
 
２．培地内および貯留槽内の培養液のＥＣが４dS/ｍを超える場合は濃度の薄い培養液をか

け流して培地を洗う。 

 

３．常に生育状況に注意し、草勢により培養液ＥＣを微調整する。 
 
４．循環型養液栽培装置の導入には通常 200 万円/10ａ以上の費用がかかるのに比べ、本装

置の導入にかかる費用は非常に安価である。 



［具体的データ］ 
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図 1 閉鎖式装置の模式図（網掛け部分が掛け流し式からの変更点） 
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【手順】 

 ＊施用している処方の標準培養液１リットルに含まれる窒素

の量を確認する。 

  例）大塚Ｃ処方の標準培養液（EC=2.4dS/m）１リットルに

含まれる窒素量…244mg/l 

(1) 以下の式により慣行の８段花房以降の窒素供給量を算出す

る。 

  窒素供給量（mg/株・日）＝ 

  ［（給液量－排液量）×標準培養液の窒素量（mg/l）×給液

EC／標準培養液EC］ 

(2)  (1)の結果より閉鎖型栽培での窒素供給量を決定する。 

  閉鎖型での窒素供給量（mg/株・日）＝ 

(1)の窒素供給量×0.8（半促成） または×0.7（抑制） 

(3)  閉鎖型での給液ECを決定する。 

  閉鎖型での給液EC（dS/m）＝ 

   標準培養液EC×閉鎖型での窒素供給量 

／［（給液量 排液量）×標準培養液の窒素量］

表２　閉鎖型養液管理が窒素の供給・排出量およびトマトの果実収量・品質に及ぼす影響（年間あたり）

区   窒素供給量   窒素排出量 肥料代    　収量 可販果率 １果重 糖度

kg/a kg/a 円/a kg/a 個数％ g Brix

閉鎖区 8.55 (62)
ｚ

0.13 (3) 26,832 2,417 (98) 89 178 5.71

慣行区 13.83 (100) 4.41 (100) 43,408 2,468 (100) 88 182 5.64

栽培期間：半促成　2004年2月9日～7月9日　　抑制　　2004年8月16日～2005年1月31日

ｚ（）内は慣行区を100とした場合の割合。

表１　培養液管理変更の例（半促成）

慣行栽培

　1月 4月 5月 6月
　　～3月 上 中 下 上 中 下 上 中 下

培養液濃度（EC：dS/m） 1～1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6

給液量（l/株・日） 1.6 1.8 1.8 2.0 2.0 2.2 2.2 2.0 1.8

排液量（l/株・日） 0.3 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4 0.4

窒素供給量（mg/株・日） 208 234 234 260 260 286 286 260 234

閉鎖型装置での栽培

　1月 4月 5月 6月
　　～3月 上 中 下 上 中 下 上 中 下

培養液濃度（EC：dS/m） 慣行と同様 1.6 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3

給液量（l/株・日） 1.3 1.4 1.4 1.6 1.6 1.8 1.8 1.6 1.4

窒素供給量（mg/株・日） 208 187 187 208 208 229 229 208 187

(3) 給液のＥＣを決定

(1) 培養液濃度、給液量、排液量から供給窒素量を算出する

(2) ８段花房開花以降の窒素量を２割削減

８段花房開花

表３　閉鎖型装置資材費用の試算

品目 　　　円/10ａ

 水位センサー 30,000

 水耕用白黒ポリ 54,000

 吸水性不織布 80,190

 発泡スチロール板 55,000

 計 219,190
　水位センサー：10aあたり3点設置


